
 ２０２６年度 東京消費者団体連絡センター学習会 

今だから憲法のこと知りたい！！ 
      檻の中のライオン in 中野 

 

開催 

報告 

 

〇日時：２０２６年７月８日（水）１３：００～１５：３０ 〇会場：東京都生協連会館３階会議室 〇参加者：６１名  

〇参加費：２００円（憲法条文クリアファイル代） 〇主催：東京消費者団体連絡センター、後援：東京都生協連平和連絡会 

 

   

１９４７年の日本国憲法施行から、まもなく８０年を迎えようとしています。憲法改正の議論が日々報じられていま
すが、改正の是非を最終的に決めるのは、国会ではなく、主権者である私たち一人ひとりの「国民投票」です。特定
の主張を支持・反対するためではなく、まずは「憲法とは何か」という“きほんのき”を学び、私たち一人ひとりが
憲法の役割を自分事として考え、みんなで対話を始める一歩を踏み出すきっかけとなることを目指しました。 

 

    檻の中のライオン 憲法って何だろう？         

       楾
はんどう

 大樹
た い き

さん ひろしま市民法律事務所所長・弁護士 

【ライオンを檻に入れよう】「ライオン＝国家権力」と「檻＝憲法」にたとえて憲法の基礎知識を解説 
➢ 天賦人権（１１条・９７条）私たちには、人間らしく生きていく権利（人権）がある。生まれながらにして、天から

与えられている。「国家」より前に、私たちの「人権」がある。 
➢ 個人の尊重（１３条）私たちは一人ひとり個性が違う。同じ人間として互いに尊重しあって共存する考え方を

個人の尊重といい、憲法の根っこにあるいちばん大事な考え方です。憲法は、これを実現するための仕組み
です。 

➢ 社会契約（ライオンに政治を任せよう）私たちが人間らしく生きるために、強くて頼りになりそうなライオンに
政治を任せよう。そこで、ちゃんと私たちの権利を守るように政治をする、と政府に約束してもらうことを社
会契約という。 

➢ 立憲主義（ライオンは檻の中へ）権力は乱用されがちです。ライオン（政府）に政治を任せるうえで交わす約束
が憲法です。ライオン（政府）は約束＝憲法という「檻」に縛られて政治をしなければならない。憲法に基づい
て政治を行うことで、私たちの権利を守る、という考え方を立憲主義という。 

➢ 国民主権（前文１段・１条）檻を作るのは私たちです。その檻の中はライオンに許したエリアですから、私たち
は、檻の中のライオンが作るルールを守って生活しましょう。また、檻を作り直すのも私たちです。檻（憲法）
改正には国民投票が必要とされている。 

➢ 民主主義（１５条など）私たちのことを私たちが決める仕組み、私たちが政治に参加できる仕組みです。代表
民主制（前文１段）、選挙権（１５条）請願権（１６条）などの仕組みが定められている。 

 
【檻で何を守る？】 
➢ 平和主義（９条）ライオンが勝手に戦争を始めないように、私たちが政治に関心を持ち、投票に行く。平和教育

と主権者教育はセットで行う事が必要です。 
➢ 法の下の平等（１４条）私たちは同じ人間ですから、みんな平等です。 
➢ 基本的人権（自由権）私たちは、ライオンに邪魔されず、自由に思い、考え、意見をいうことができる。 

表現の自由・知る権利（２１条）は民主政を支える大切な権利です。他にも、思想良心の自由（１９条）、信教の
自由（２０条）、学問の自由（２３条）がある。また、ライオンに邪魔されず、自由に経済活動ができる、職業選択
の自由（２２条）、財産権（２９条）がある。そして、ライオンに身体の自由を奪われない、人身の自由（１８条、３１
条、３３～３９条）、自由に結婚できる、婚姻の自由（２４条）がある。 

➢ 基本的人権（社会権）私たち全員が人間らしく生活していくために、ライオンに助けてもらう権利がある。生存
権（２５条）、教育を受ける権利（２６条）、勤労権（２７条）、労働基本権（２８条）です。 

 
【檻を壊されないために】 
➢ 権力分立（立法権４１条・行政権６５条・司法権７６条）、違憲審査制（８１条） 
➢ 硬性憲法（９６条）憲法の改正には、各議院の総議員の３分の２以上の賛成で発議し、国民投票で過半数の賛

成が必要です。法律と違い変えにくい（＝硬性）からこそ憲法は最高法規なのです。 
➢ 国民の不断の努力（１２条）一人ひとりが主権者としての自覚を持ち。知る・考える・行動する努力をしよう。 

アンケートより（抜粋） 

・政治や憲法への意識が変わった。/主権者教育や平和教育の必要性を強く感じ、子供や孫の世代へ伝えるため
に本を買って一緒に読みたい。/非常にわかりやすく、目からうろこだった。 
 

 

 


